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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 2 回運営委員会議事要旨 

1 日時 平成 30 年 9 月 18 日(火) 14 時 00 分～14 時 40 分 
2 場所 産業技術総合研究所 つくば西事業所 本館 2 階 会議室 
3 出席者 林（会長）、甘利（副会長）、清水（〃）、佐波、飯野、長瀬、安部（永井委員の代理） 

中島、緒方、岡部（池田委員の代理）、Li（Web 会議により出席）、遠藤 
  陪席者 平岡（セコム）、本下（産業技術総合研究所）、阿部（防災科学技術研究所）、中島（〃）、

前山（〃）、岡島（筑波大学）、石濱（〃） 
  その他 古谷（筑波大学）、大塚（〃）、佐藤（〃）、松原（〃）  

（敬称略） 
４ 議事 
【審議】 
(1) スリーエム ジャパン株式会社の入会申込について 

林会長から、資料 2～4 に基づきスリーエム ジャパン株式会社の入会申込について説明が
あり、入会が承認された。その後、飯野委員が出席した。 

(2) シンポジウム準備状況について（案） 
遠藤委員から、資料 5 に基づきシンポジウムの共催および後援団体ついて説明があり、承

認された。また、遠藤委員から、資料 5 に基づき広告掲載の媒体・形態、ポスターのデザイン・
送付先について説明があり、予算の都合上筑波大学に一任することが承認された。 

(3) 共同研究について（案） 
林会長から、資料 6 に基づき IRDR (Integrated Research on Disaster Risk)における共同研

究計画について説明があり、本コンソーシアムも共同研究に参加することが承認された。なお、
次の事項が確認された。 
 本共同研究の領域は、自然災害のみならず、事件・事故、サイバーリスクにも広げてい

く方針であること。 
 共同研究の具体的な内容については、防災科学技術研究所、筑波大学、関係機関で検討

し、参画機関からも意見を募ること。 
 共同研究への関与の形態については、各参画機関の都合に配慮すること。 

(4) 第 3・4 回運営委員会について（案） 
林会長から、資料 7 に基づき第 3・4 回運営委員会の日時・場所・議事について説明があり、

承認された。 
(5) その他 

なし 
【報告】 
(1) 第 3 回幹事会（H30.8.30）について 

遠藤委員から、資料 8 に基づき第 3 回幹事会について報告があった。 
 



―2― 
 

(2) 客員教員人事について 
遠藤委員から、各機関から推薦された客員教員の人事的手続きは進行中である旨の報告があっ

た。 
(3) ウェブサイトについて 

松原 PM から、プロジェクター投影資料（ウェブサイトサンプル）に基づきウェブサイトに
掲載される情報について説明があった。各出席機関より、情報に問題がないことが確認された。
また、参画機関に対して、ウェブサイト英語版制作時には改めて協力いただきたい旨依頼があ
った。 

(4) その他 
遠藤委員より、本コンソーシアムの日本語表記の略称についてアイディアを募集する旨説明が

あった。 
 

以 上 


